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河内長野市シルバー人材センター 会 報
自主・自立、共働・共助

「手伝いまつせ やりまつせJ

様々な職種で活躍している会員たち
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などの就業場所で働いている会員たちです。
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理事長

長 野  宏

新年あけましておめでとうございます。

皆様方におかれましては、お健やかに新春をお迎えのことと、心からお慶び申し

上げます。

平素は、当シルバー人材センターの事業運営に格別のご理解 とご協力を賜 り、厚

くお礼申し上げます。

さて、当シルバー人材センターにおきましては、昨年役員改選があり、新たな体

制で早7ケ 月が経過しました。事業実績においては、ここ数年着実な成果を挙げてお

り、本年度も受託事業では前年度とほぼ同じ程度で推移 しています。また、派遣事

業や職業紹介事業では新規契約を締結するなど順調に推移 しています。会員数も、

減少傾向に歯止め状況となっています。これはひとえに、皆様方のご支援 とご協力

の賜物と感謝申し上げます。

少子高齢化が進展する社会において、労働力人口が減少する中で、働 く意欲のあ

る高齢者が活躍 し続けることができる「生涯現役社会」を実現することが重要 と

なっており、シルバー人材センターの果たす役割がますます重要となっています。
このような状況の中、当シルバー人材センターでは、「自主・自立、共働 0共助」

の理念のもと、就業機会の拡大 と会員の拡大に努め、高齢者の就業を通 じて生きが
いの充実と社会参加を推進するとともに、活力ある地域社会づ くりに貢献するシル

バー人材センター事業を展開してまいります。

結びにあたり、役職員と会員の皆様 と手を携え、シルバー人材センター事業が、

さらに発展するように取 り組んでまいりますので、変わらぬご支援、ご協力をお願
い申し上げますとともに、本年が皆様方にとりまして、素晴らしい年となりますこ

とを祈念申し上げて、新年のごあいさつとさせていただきます。

河内長野市長

島 田 智 明
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礼申し上げます。                              鋳

さて、少子高齢化が急速に進む今 日において、地域社会の活力を維持 してい く,1+
ためには、高齢者の皆様が生涯現役 として、多様な形で社会参加できる環境づ く鰤
りが求められております。

このような中、貴センターにおかれましては、活力ある高齢社会を支える地域

の中核的な組織 として、平素から長野理事長を中心に、高齢者の皆様の豊富なご

経験やご見識を、地域に還元 していただいてお りますことに、深 く敬意を表 しま

す。

本年 も、皆様には、「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、高齢者の就労

機会の充実と福祉の向上、そして、本市の活性化のため、その一翼を担っていた

だきますようご期待申し上げます。

本市 と致 しましても、高齢化率が 30パーセントを超える中で、健康寿命の延

伸に向けて、住み慣れた地域で、医療・介護・介護予防や生活支援などの様々な

サービスが総合的に提供される体制づ くりを進め、地域で支えあいながら、高齢

者が健やかでいきいきと暮 らし続けられるまちづ くりを推進 してまい りますの

で、ご支援ご協力を賜 りますよう、よろしくお願い申し上げます。

結びに、河内長野市シルバー人材センターのますますのご発展と、会員皆様の

ご健勝ご多幸を祈念申し上げ、新年のごあいさつと致 します。
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福祉施設でのご利用
別養護老人ホーム 寿里苑 施設長 中村きょう子様

特別養護老人ホーム寿里苑はヽ約 15年以上前からシルバー人材センターの方に多

大なご協力をいただきヽ今があります。まず最初にご協力いただいたのが洗濯業

務。ご利用者 160名 の洗濯物を365日交替で洗濯じヽお部屋へ運んで下さつていま

す。現在では洗濯業務に8名、朝 ・昼・夕の食事介助に8名ヽ書道クラブの先生として 1名の合計 17名
の方々に施設運営のご協力をいただいています。

シルバー人材センターの皆さんはヽ施設職員・ご利用者又、寿里苑にとっても無くてはならない存在

となつています。今後も引き続き大切な寿里苑の一員として関わりを継続させていただきたいと切に

自習室監督と除草でのご利用
清教学園中・高等学校様

「愛ある知恵」を共に育む
河内長野市の皆様にお世話になってから66年ヽ

学する学び合に成長させていただきました。
生徒数49名だった小さな学校はヽ今や約 1,800名 が通

とりわけ2012年からはヽシルバー人材センターの会員の方に自習室の監督やグラウン ドの草刈り等を

引き受けていただき、学園の教育活動をますます支えていただいております。実際、ご自身の子育て経

験も生かしながらヽ自習室の生徒たちの様子を温かく見守つてくださる姿勢はヽ学内で厚く信頼されて

います。またヽ広大を場所での車メ」りのご献身によってヽ生徒たちには、美しく安心感にあふれた学習

環境がもたらされています。

華々しい世代間交流の形こそ取つてはいませんが、経験豊かな世代の方々が尽力なさる姿を目にし、

むしろ生徒たちの心にはヽ人として互いに仕え合う絆が感じ取られているようです。「愛ある矢□恵」の

育成に努める本校にとつてヽとてもありがたい光景であります。

これからもヽ若い生徒たちが自らの賜物を存分に生かせる教育活動を共に展開させていただきたく存
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おつきあいの中で沢山の方々との出逢いがありました。皆さん良くして頂きとても助かりました。数々
の矢□識を教わりヽなかでも印象に残つているのは、洗濯して干す前に一度きちんとたたみ、干して頂い

たのでヽ乾いた時シワが少なく綺麗になつていました。玄関は等で掃出した後ヽ雑巾で丁寧に拭いて下
さいました。表た日々の中、安堵感も感じております。―応主婦である私の領域を大事にして下さりヽ

とても気持ちの良い日々を過ごすことができ、感謝の気持ちでいつぱいです。これからもよろしくお願
い致します。

搬出作業でのご利用
清見台 F・ 1様

娘が使つていたエレク トーン、今は誰も弾かないのに 重<て大きいのでずつと同じ部屋で場所をとり

処分に困ってい表した。

買い取り業者をネットで調べたりしましたがヽピアノしか買い取つて<れません。

仕方なく市の有料ごみに出そうと電話すると「シルバーが粗大ごみ置き場まで運びますよ」との返

事ヽ何とエレク トーンは粗大ごみで出せたのです。

あの重いものを3人の方が粗大ゴミ置き場まで、一生懸命運んで下さり、とても助かりました。

お陰で部屋がスッキリヽ広く明るくなつた感じがします。

現在 毎年植本の剪定もお願いしています、シルバー様々です。

また、家具の移動などもお願いしようと思つています。
※現在エレク トーンの搬出はしておりません。
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～あなたの矢□識と経験を活かして

生活を豊かにしてみませんか～

社会に役立ち、健康づくりにも

顆 贔 彰 鰺 咸 蒟 巡 饂 鑽 勒 覺
少子高齢化が進む地域社会の多様なニーズに、センターはこれまで十分にお応えできずに来ました。

民間が対応できない “すき間の事業領域"が残されています。こうした新たな分野への取組みには、

中心になつて働いてもらえる会員が欠かせません。「我こそは !」 という方を求めます。

シルバーでの起業ならリスクは分散でき、軌道に乗せれば達成感を味わつていただけます。
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ポランテイア活動等

●体を動かしながら地域での仲間づくり

●趣味を共有したい        な

●住んでいる町を美しくしたい

審ILを お瑕け

●高齢・独居世帯の見守り、雑用等

●子育て・共働き世帯等の家事代行

●留守宅等の手入れ、清掃等

螂 矢 彦 袋 徳綺 躙 扮 ε 瞼

鰈電球の交換          ま

黎お買い物のお手伝い     は
輻相談事や話し相手       ・

輻ちょつとした用事のお手伝い等

進蝙たいこな ノ タャレンジ機蛯魏豚鯰

犠
瘍
莉

～お簿鐵りの鑢麗と手ども運∽場をつな時特

魏疵隧礼蘊と鐘恣

や子ども達と遊び、作り、楽しむ教室

や教え合い・学び合いの文化教室
Jざ 勒繹
烙 ‐徊罐

～ご家族、ふるさとと雛れて轟らす人に～

☆入会していただけるやな

1。 河内長野市内在住

2.満60歳以上

3。 健康で働く意欲のある方

★女性大歓迎

入会説明会

☆入金爺璽翁節は入会説晰余餃

○ 毎月第 2・ 4水曜日 (12月は第2水曜日のみ)

○ 午後 1時から (3時間程度)

〇 年会費が必要

その他詳しく|まお問い合わせください




